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1.はじめに

5年5か月におよんだ小泉純一郎政権が幕を

閉じてから丸2年がたった｡小泉政治とは何だっ

たのだろうか｡そうした問いかけは在任中も､

そして今も絶えず行われている｡新聞では度々

小泉政治を分析する特集が組まれてきたし､こ

れまで多くの本も出版されてきた (1)0

本稿は､そうした小泉政治の研究に一石を投

じようというものである｡私の小泉論は ｢政治

元理表｣というものを使った独特のものである｡

｢政治元理表｣(別表 1) (2)とは､日本政治

学会理事長であった故神島二郎が自らの政治理

論を図式化したものである (3)｡筆者は神島

の組織した研究会 (｢日本研究の会｣ から ｢比
較日本研究会｣ に至る)に所属し､直接教えを

受け､これまで鋭意この理論の可能性を追求し

てきた｡今回､本稿で展開する ｢政治元理表｣

の使い方が､神島の意図に適ったものであるか

どうか自信はないが､本稿公刊が著者自身の神

島政治理論に対する理解を深め､同時に忌性の

ないご批判を受けるきっかけになることを期待

している｡

2.｢政治元理表｣とは

｢政治元理表｣はどのようにして使えば良い

のであろうか｡私は表中の10の元理を以下のよ

うに4分類して使っている｡

I ｢物理的強制力｣を権力とする政治元理-

｢支配元理｣

Ⅱ ｢もの ･こと･わざ｣を権力とする政治元

理- ｢同化元理｣｢互換元理｣
Ⅲ ｢言語｣を権力とする政治元理

- ｢法元理｣｢自治元理｣
Ⅳ ｢非言語｣を権力とする政治元理

- ｢エロス元理｣｢知己元理｣｢カルマ元
理｣｢闘争元理｣｢帰郷元理｣
｢政治｣は ｢社会 ･諸集団のまとめ｣である｡

｢まとめ｣とは ｢秩序形成｣のことである｡ま

とまっている状態は ｢秩序ある状態｣であり､

まとまっていない状態は ｢無秩序の状態｣であ

る｡

｢権力｣はその ｢秩序化｣をもたらす一番の

要因である｡｢支配元理｣とはその ｢権力｣-

すなわち秩序化をもたらす第一の要因-が ｢物

理的強制力｣であるとする ｢政治元理｣である｡

被治者は治者の ｢物理的強制力｣一個人間では

腕力､国家政治や国際政治では軍隊や警察権カー

に対する ｢恐怖｣ で言うことを聞く｡

｢もの ･こと･わざ｣を権力とする ｢同化元

理｣や ｢互換元理｣においては､被治者は治者

のもつ ｢もの ･こと･わざ｣によって言うこと

を聞く｡｢もの｣とはお金やさまざまな財であ

る｡｢こと｣とは文化 ･文明のことである｡｢わ

ざ｣とは利用価値がある技術を意味する｡｢同

化元理｣は上下関係であり､一方の財 ･文化 ･

技術が他方より圧倒的に高い場合に生じる治者 ･

被治者関係である｡｢互換元理｣はその関係が

水平的な場合である｡理念的に言えば､例えば

小集団の家庭では､親と子は上下関係で､夫婦

は水平的な関係である｡国際関係では ｢援助｣

は上下関係で､貿易や外交交渉は水平的な関係

になる｡｢互換元理｣の発展した形が ｢市場経
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済｣である｡また ｢同化元理｣が大規模に行わ

れた歴史的事例が中国の ｢朝貢貿易｣である

(4)0

次に ｢言語｣を権力とする政治元理- ｢法元

理｣｢自治元理｣であるが､これは文字通 り

｢言葉｣が権力になる場合である｡被治者は治

者の発する言葉に従う｡｢法｣は部族の ｢捷 ｣

などから出発し､近代的な法体系に発展した｡

｢自治元理｣はヨーロッパ世界で発展した｡ギ

リシャ･ローマの時代から ｢説得力｣｢演説｣
｢議論力｣が政治の中心になってきたのがこの

ヨーロッパ世界である｡その地に近代以降に発

達したのが ｢議会政治｣である｡｢議場｣とい

う公開の場で､｢言葉｣による戦いが行われる｡

そしてより説得力をもった意見が力を得て､社

会の指針になる｡

さて､最後に ｢非言語｣を権力とする政治元

理- ｢エロス元理｣｢知己元理｣｢カルマ元理｣
｢闘争元理｣｢帰簡元理｣であるが､これらの

｢元理｣は ｢非言語｣-つまり言葉以外の要素

が政治のまとめで重要な意味をもつということ

を意味する｡｢政治元理表｣では､この ｢非言

語｣に分類される ｢政治元理｣が半数を占める

のが特徴である｡つまり､政治における ｢非言

語｣の役割が重視されていると言えよう｡

｢ェロス元理｣の権力は ｢愛｣であるが､家

族や恋人同士の秩序形成では､言葉以外が重要

な要素になり､その中でも ｢愛｣(-他者実現)

(5)がとりわけ重要である｡この ｢愛｣はマ

スコミの発達により､現代では大きな社会の秩

序形成にも重要な働きをするようになった｡例

えば､2005年に米国の ｢反戦ママ｣シンディ･

シーハンさんの運動が話題になった｡兵士であっ

た息子を2004年に失ったシーハンさんの反戦運

動は大きく取り上げられ､イラク戦争に対する

アメリカ国内の反戦世論を盛り上げた (6)0

家族愛が社会全体に大きな影響を与え､人びと

を動かす良い例である｡

｢知己元理｣の権力は ｢出会い｣であるが､

日常的にも複雑な人間関係のもつれが当事者同

士が会うことによって瞬く間に解決することが
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ある｡そこでは､交わされる言葉よりも ｢会っ

た｣ことそれ自体が重要な役割を果たすのであ

る｡国際関係においても同様であり､現代国際

関係史においてはサダト大統領のエジプ ト電撃

訪問 (7)､米ソの冷戦を終わらせたマルタ会

読 (8)､小泉首相の北朝鮮電撃訪問などが良

い例である (9)0

｢カルマ元理｣は内心の抑えられない ｢倫理

感｣･｢側 隠の情｣などの気持ちが行動となって

表れ､まとめに重要な役割を果たす場合である｡

日常的にも例えば ｢後姿の教育｣などと言われ

るように､言葉以上に行動が重要となる場合が

あることは誰でも認めるところだろう｡身近な

例では､2004年のJR新大久保駅でホームから落

ちた酔客を死を賭して救った人の行動などは良

い例である (10)｡また､1965年から73年まで

続けられた金子徳好さんのベ トナム反戦の ｢ゼッ

ケン通勤｣なども例としてあげられよう (ll)0

世界史的な事例としては､ガンジーの運動が真っ

先にあげられる (12)｡ガンジーは ｢塩の行進｣

や断食といった ｢非暴力 ･不服従｣の運動を貫

徹したが､彼のこうした行動が多くの人々の共

感を呼んで､インドの独立に大きな影響を与え

た｡また､彼の死後もその行動は語り伝えられ､

全世界の人々に影響を与え続けている｡

次に ｢闘争元理｣であるが､この権力は ｢真

鋭｣である｡これは<究極のファイティングス

ピリット>というようなもので､死してもなお

前進しようといった類の闘争心である｡｢支配

元理｣ の ｢武力｣が 『孫子』(13)の兵法のよ

うに相手の出方次第でこちらの出方を変えるよ

うな戦略的な戦い方を意味するならば､この

｢真鋭｣は勝ち負け抜きで突っ込んで行くよう

な戦い方である｡この良い例が世界各地で繰り

広げられている ｢自爆テロ｣である｡｢9.11事

件｣やイラクやパキスタン等で行われている

｢自爆テロ｣は､組織として政府の転覆などを

目指しているものではない｡むしろその ｢戦う

気概｣を示すことを目的とするものである｡私

は ｢自爆テロ｣を肯定しているわけではないが､

なぜ彼らはこうしたことをするのであろうか｡



その疑問はこの ｢政治元理｣を使わないと解け

ないと私は思う｡

さて最後に､｢帰簡元理｣であるが､これを

説明するのに良い例は最近はやりの ｢K.Y.君｣

である｡｢空気｣が日常的な ｢秩序形成｣で果

たす役割の大きさは､こうした言葉の流行から

も認められるのではないだろうか｡｢空気｣｢雰
囲気｣は日常的な身近な空間ばかりでなく､国

家レベルの政治でも大きな役割を果たす｡ファ

シズム期では ｢物理的強制力｣よりも物の言え

ない ｢雰囲気｣が恐ろしかったことは､体験談

や書物で知ることができる｡昭和天皇のご病気

及び逝去の際に､日本中に重い ｢空気｣が立ち

込め､国際会議-の参加や国内の公式行事､地

域や町内会のお祭り､運動会が ｢自粛｣と称し

て取りやめになった｡この ｢自粛｣とは誰に言

われるわけでもなく､自然に ｢ムー ド｣ として

できあがるものである｡これは一体何なのであ

ろうか｡こうした ｢空気｣｢雰囲気｣｢ムー ド｣
｢ブーム｣を分析する概念が ｢帰簡元理｣の

｢人心｣である｡

以上10の元理を4つに大きく分類して､｢政

治元理表｣を解説した｡現実の政治現象を見て

行くには､まず大別した ｢物理的強制力｣｢も
の ･こと･わざ｣｢言語｣｢非言語｣の割合がど
のようになっているかを分析する｡次にその4

分類の中の個々の ｢元理｣の内容がどうなって

いるかを分析し､全体の構造を明らかにするの

が､｢政治元理表｣による政治分析の手法であ

る｡

3.家庭の政治と国家の政治

政治は二人から始まると言われている｡無人

島に一人で住んでいるのなら､人との争いも話

し合いも必要ない｡『ロビンソン･クルーソー』

のクルーソーもしかし､フライデーという従僕

ができると､そこには秩序形成行為-すなわち

政治が始まる (14)0

政治は二人から始まるのであるから､もっと

も最小の単位である夫婦や家庭の中にも政治は

ある｡では､家庭の政治はどのような政治元理

で出来ているであろうか｡私の考えを分かりや

すくする為に円グラフで表現してみた｡この円

グラフは日本社会で生きる私の経験に基づく家

庭の政治のイメージであるが､諸外国でも似た

ような ｢元理｣的構成になっているのではない

かと思われる｡

家庭の政治
物理的強制力

グラフ(∋

さて､この円グラフを説明しよう｡まず ｢物

理的強制力｣であるが､家庭でもこうした ｢ま

とめ｣が行われることがある｡暴れる中学生の

息子を父親が鉄拳制裁を加える｡そして､息子

は父親が怖くて従うという形である｡しかし､

多くの家庭では母親が双方の間にたって､｢非

言語｣の ｢エロス元理｣で家庭の秩序が回復さ

れる｡そういかない場合-つまりあくまでも

｢支配元理｣で家庭が運営されれば､家庭内暴

力によって父親が金属バットで殺されたりする｡

家庭の秩序において､｢もの ･こと･わざ｣

というのは､経済的な支えを意味する｡父親の

賃金労働等による家計維持がここで意味すると

ころである｡和菓子屋などの家業継承では､こ

の職人的な ｢わざ｣が大きな役割を果たす｡

｢言語｣は､｢家族会議｣などで､家族の問

題を話し合いで解決するような場合に役割を果

たす｡一方､民法などの ｢法｣によって､家族

は支えられているし､隣家との紛争などが起こ

れば､｢法｣の出番である｡

｢非言語｣に分類されるのは､｢エロス元理｣

｢知己元理｣｢カルマ元理｣｢闘争元理｣｢帰郷元

理｣であるが､家族の秩序形成 ･維持はもっぱ

らこれらの元理によって行われる｡そもそも家
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族は ｢愛｣(-他者理解 ･他者実現)が基本と

なる集団である｡また､子供にとっては人間と

の最初の ｢出会い｣の場でもある｡母親が子供

の受験の合格や病気の治癒を願い近くの神社に

｢お百度参り｣をすることなどが ｢カルマ元理｣

の具体例である｡反抗期の子供は負けるのを覚

悟で父親に ｢自爆テロ｣さながらの突撃をする

が､これは ｢支配元理｣の ｢武力｣ではなく､

｢闘争元理｣の ｢真鋭｣である｡子供はそれを

通じて親に理解を求めているのである｡父親の

鉄拳は ｢愛のムチ｣であって､子供を ｢支配｣

しようというものではない｡ここでの暴力はそ

の場限りのもので､そのあとには穏やかな ｢ェ

ロス元理｣ がひろがるのが一般の家庭である｡

さて ｢帰簡元理｣であるが､家庭ほど ｢空気｣

や ｢雰囲気｣で動く集団はない｡よく ｢親子の

対話が必要だ｣などという教育評論家がいるが､

そもそも家庭は言葉以外のコミュケーションが

多くの割合を占める空間なのである｡学校から

帰った子供のそぶりだけで､母親はその日学校

でどんなことがあったのかが分かる｡｢先生に

誉められた｣のか ｢友達とけんかをしたのか｣-

それを察知するのが､親の役割である｡逆に子

供は両親の不仲などをその ｢雰囲気｣で敏感に

察知する｡言葉でどんな奇麗事を言っても通用

しないのが家庭なのかもしれない｡｢言葉信仰｣

で家族のコミュケーションを論じるのはそもそ

も間違っていると思う｡

さて､それでは､家族からヨリ大きな集団に

なるとこの ｢政治元理｣の構成はどうなるであ

ろうか｡家庭から地域集団､企業組織､市区町

村から都道府県と規模が拡大することに応じて､

｢元理｣ 的構成に違いが出てくる｡ここでは､

紙幅の関係で国家レベルの秩序を論じる｡その

他の諸集団は家族と国家の中間的な構成である

と考えてよいと思う｡

円グラフ②はそうした国家の ｢元理｣的構成

のイメージを､日本国家を素材にして表現した

ものである (グラフ中 ｢非言語 (人心)｣につ

いては後述)｡これは日本の90年代以降の国家

政治のイメージであるので､後掲のアメリカの
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国家政治と比較した円グラフ③ ｢日本の国家政

治｣､60年代の日本の政治と比較した円グラフ

⑥ ｢90年代以降の日本の政治｣と重なってくる｡

現代国家の政治 (日本)

物理的強制力

グラフ②

さて上のグラフを家庭の政治と比較してみる

と､一番の違いは ｢物理的強制力｣の割合が大

きいということである｡これは､対外防衛や国

内の反乱に備えて国家が常備している軍隊 ･警

察力を意味する｡近代国家の必須条件と考えら

れているが､コスタリカのように警察力は持つ

が軍隊を持たない国もあり､近代国家も多様で

ある (15)0

｢もの ･こと･わざ｣は国家の経済的な力を

示す｡税金を徴収し､｢市場経済｣を運営し､

対外貿易を営み国家を経済的に維持する｡それ

を元手に公共事業や福祉などの諸施策を国民に

施す｡｢財界｣｢業界｣ などが一定の ｢権力｣ を
もつのはこの ｢元理｣が働いているからである｡

｢言語｣は ｢自治元理｣と ｢法元理｣である

が､｢自治元理｣ の中心は議会政治である｡政

党が生まれ､｢世論｣を背景にさまざまな意思

決定がなされる｡そして､そこで生まれた ｢法｣

によって国家は秩序形成する｡｢法｣は ｢物理

的強制力｣の後ろ盾になるものである｡そういっ

た意味で ｢言語｣は ｢物理的強制力｣よりも上

位の権力である｡｢法｣の裏づけがなければ､

国家といえども ｢武力｣ を行使できない｡08年

5月ミャンマーの憲法改正国民投票などはこの

良い例である｡ミャンマー軍事政権は国内の台

風被害をものともせず､新憲法制定の国民投票

を強行した｡自らの政権の存続のためである｡

つまり､軍事政権といえども自らの政権の正当



性を ｢言葉｣-法で確保しなければ維持できな

いということである (16)0

さて ｢非言語｣であるが､これは現代国家に

おいて､マスコミニュケ-ションの発達によっ

て非常に重要となった要素である｡｢愛｣｢カル
マ｣｢真鋭｣｢出会い｣などの場面がマスコミに

よって瞬時に国民の目の前にさらされる｡そし

て､それらによって国民の間に ｢空気｣｢雰囲

気｣｢ムー ド｣が形成され国政に影響する｡
これらの ｢元理｣はそもそも直接面接関係の

社会 (小社会)で機能していた｡それがマスコ

ミの発達により小社会を超えた大規模な社会に

おいても機能するようになってきた｡｢愛｣｢カ
ルマ｣｢真鋭｣｢出会い｣が ｢人心｣を形成し､
その ｢人心｣が大社会の政治に影響を与えると

いう関係になるから､｢帰襟元理｣は ｢非言語｣

の他の4つの元理をまとめるような位置になる｡

この意味でグラフの ｢非言語｣の部分は ｢人心｣

と書きかえても良いと思うが､誤解のないよう

に ｢非言語 (人心)｣と記載する｡

この ｢空気｣｢雰囲気｣｢ムード｣の ｢近似値｣
は ｢世論調査｣によって知ることができる｡今､

為政者が最も恐れるものは ｢支持率｣である｡

これは､マスコミの発達により議会の議席数以

上に国政に影響を与えるようになってきた｡単

なる報道機関の調査に過ぎないのだが､支持率

が低下すると ｢解散｣や ｢総辞職｣を考えなく

てはならなくなる｡為政者にとってはまことに

恐ろしい｡

ここで注意しなければならないのは､こうし

た要素が重要であると言っても､これを過大視

してはならないということである｡ ｢非言語

(人心)｣と ｢言語｣のバランスが大事である｡

世論調査でいくら内閣支持率が低くなっても､

為政者は ｢議席数｣をバックに頑張らなくては

ならないときもある｡その時々の ｢空気｣｢ムー
ド｣を反映する ｢内閣支持率｣がいつも正しい

わけではない からである (17)｡反対に議会の

横暴にも注意しなければならない｡｢世論調査｣

を軽視し､議会内で多数の横暴で強行採決した

りするのは許されることではない｡

4.日本の政治 ･アメリカの政治

次に国際的な比較に話を移し､日本の政治と

アメリカの政治を比較してみよう｡戦後の日本

文化論では､ルース･ベネディクトの 『菊と刀』

(18)の影響を受けて日本社会を ｢単一民族｣

｢単一文化｣｢同質社会｣とする見方が強かった
(19)｡それにもとづいて､日本が ｢恥の文化｣

で欧米が ｢罪の文化｣であるとか､日本が ｢タ

テ社会｣でインドが ｢ヨコ社会｣であるとか､

日本が ｢集団主義｣で ｢個が育たない｣社会で､

欧米は ｢個人主義｣で ｢強い個がある｣ などと

シンプルに比較されてきた｡1980年代以降そう

した見方に対する批判も出てきたのだが (20)､

最近でもこうした思考パターンは根強い (21)0

政治学の世界でも､欧米と日本を単純に比較

し､さらに欧米の政治制度や政治理論をそのま

ま日本にあてはめようという明治以来の慣行が

なかなかなくならない｡欧米で発達した民主主

義や議会政治がうまく機能しないと､日本社会

の後進性が指摘され､｢民度が低い｣､｢もの言

わぬ国民だ｣などと識者に嘆かれる｡

私は､人間の行いは表面的に違って見えても､

その実はそれほど違っていないのではないかと

思っている｡世界的にマスコミが発達し､地球

上のさまざまな社会 ･文化を一望に比較できる

今日において､それがいよいよ実感できる環境

になっている｡

｢政治元理表｣はそうした私の思いを見事に

表現してくれる｡複数の視点 (｢元理｣)で見れ
ば､欧米と日本の違いも相対化され､大した違

いでないことが明らかにされる｡次の円グラフ

は日本とアメリカの国家政治の在り様の ｢イメー

ジ｣を表現したものである｡
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日本の国家政治

物理的強制力

アメリカの国家政治

グラフ③

グラフ④

アメリカと日本を比較して､大きな違いは

(あくまでも ｢相対的｣にではあるが)(∋ ｢物

理的強制力｣の割合が日本よりもアメリカの方

が大きいということと②日本は ｢言語｣に比べ

て ｢非言語 (人心)｣の割合が大きく､反対に

アメリカは ｢非言語 (人心)｣に比べて ｢言語｣

の割合が大きいということである｡従来､日本

と欧米を比較し､欧米は言論 ･論理の世界で日

本は感情 ･非論理の世界であるなどということ

が言われてきたが､この円グラフから私が主張

したいことは､言語一非言語 (人心)､論理一

非論理の彼我の違いは ｢程度の差｣であるとい

うことである｡｢ヒラリーの涙｣(22)にも表れ

ているようにアメリカでも ｢情緒｣で政治が左

右されることもある｡2001年の ｢米同時多発テ

ロ｣直後の米議会はブッシュ大統領が国際テロ

に対抗 して武力行使することを認める決議を

420対 1で可決した｡反対したのはカリフォル

ニア州選出のバーバラ･リー議員だけであった

(23)｡当時､アメリカ国内ではアラブ系住民射

殺事件が起こり､｢挙国一致現象｣が起こった｡

｢非国民｣という言葉が飛び交ったことも報じ
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られた (24)｡アメリカ社会もこのように ｢情

緒｣や ｢ムー ド｣ で動かされるのである｡逆に

日本社会は情緒で動くとされているが､論理的

な説得がなければ制度 ･組織は動かない｡

アメリカはガン社会である｡これは建国の理

念に個人の武装権が掲げられており､現行憲法

においても保障されているからである｡アメリ

カ社会では､警察官が銃を使って秩序を維持す

る割合が日本よりもはるかに大きい｡これに対

して､日本は近代国家の出発に ｢廃刀令｣を置

いており､戦後は憲法9条で国家の武装も禁じ

ている｡国民の間には武力行使を嫌悪するムー

ドがあり､警察官の発砲について所轄の警察署

長がその正当性をいちいち弁明するような国で

ある｡■

次に ｢言語｣と ｢非言語 (人心)｣であるが､

アメリカでは大統領に当選するためには､本選

挙以前に予備選の長い ｢論戦｣を勝ち抜かねば

ならない｡｢言葉の戦い｣で負ければ､政党の

候補者にすらなれない｡

これに対して日本の選挙を見てみると､後援

会 ･町内会 ･宗教団体等での日常的なっきあい

がまず得票の基盤となる｡選挙期間中は選挙カー

で ｢お願いします｣の連呼となり､政策はあま

り聞かれない｡立会演説会などは開かれるが､

アメリカ大統領選のディベイ ト等とは似てもに

つかない｡最終的に選挙民は ｢人柄がよさそう｣

などという ｢情｣で投票する｡だからと言って

私は､日本が遅れているとか日本人の政治意識

が低いなどと言おうとしているのではない｡

他方､｢内閣支持率｣によって時の内閣が倒

れるほど､政治において世論調査が大きな役割

を果たす国が日本である｡｢世論調査｣とは世

間の ｢ムー ド｣｢風潮｣をあらわすもので､論

理的な世界ではない｡つまり､｢非言語 (人心)｣

が政治の世界で ｢相対的｣に大きな役割を果た

しているのが､日本だと思う (25)0

5.戦後日本の政治-マスコミと政治

政治において ｢非言語 (人心)｣の役割を大



きくしたのは､戦前においてはラジオ､戦後に

おいてはテレビの発達である｡直接面接関係の

集団一例えば家族 ･地域社会など-は､構成員

の直接参加によって支えられるから､｢空気｣

｢雰囲気｣が秩序形成で大きな役割を果たすが､

地域を越えて大きな政治社会が形成されれば､

当面その大社会では文書や言葉の ｢言語｣によっ

て秩序は形成 ･維持されるであろう｡大社会に

おいて ｢空気｣や ｢雰囲気｣が大きな役割を果

たすようになるには､直接面接関係でない構成

員が相互に気持ちを知り合うという条件が必要

である｡その媒体になったのが､戦前ではラジ

オであり､戦後はテレビである｡戦前のラジオ

はファシズム体制を支えるに大きな役割を担った｡

戦後は､こうした大社会の人々の紐帯はラジ

オからテレビに移った｡テレビは視覚を通じた

媒体なのでラジオ以上に人々に大きな影響を与

える (26)0

このテレビの普及という点で､戦後日本を画

するのは70年代である｡1955年 (昭和30年)に

2.8%だった白黒テレビの普及率が､1968年

(昭和43年)には96.4%の最高の値に達する (2

7)｡こうして普及したテレビは当然のことなが

ら政治にも大きな影響を及ぼすようになる｡そ

の前年の1967年 (昭和42年)に美濃部亮吉が都

知事選に初当選する｡美濃部は日本における

｢イメージ政治｣の草分けと言われている (28)0

1971年に再び都知事選を戦った美濃部は何と

360万票を獲得した｡現石原都知事が圧勝した

前々回の得票が308万票であったことからも､

それがいかにすごい数字かがわかるであろう｡

美濃部の ｢イメージ政治｣は､政治家による

テレビ利用の先駆けとしてあげられるが､次の

段階ではジャーナリストがテレビを通じ政治を

大きく左右するようになっていくのである｡

1987年に ｢朝まで生テレビ｣の放映が開始され

た｡田原総一朗の絶妙な司会の下､それまでタ

ブーであった天皇制や部落差別等の政治問題が､

各方面の論客による討論を通じて､それまでに

はないほどお茶の間に入ってくるようになった｡

この番組をきっかけにジャーナリストがテレビ

での知名度を武器に政治を左右するようになっ

たのである｡

こうした傾向を象徴するのが私の言うところ

の<｢政治改革｣政変> (29)である｡

<｢政治改革｣政変>とは､細川内閣による

｢選挙制度改革｣を巡る一連の政治過程のこと

である｡自民党の金権体質- ｢リクルート事件｣
｢佐川急便事件｣で国民の支持を失った海部 ･

宮沢内閣のあと､1993年7月の総選挙で自民党

が惨敗｡これに対してすでに結成されていた

｢新生党｣｢日本新党｣｢新党さきがけ｣が飛躍
的に票を伸ばし､共産党以外の政党と連立して､

細川護照を首相とする非自民連立政権を成立さ

せた｡細川連立内閣は､73年 ｢政治改革関連4

法案｣(｢公職選挙法改正案｣｢衆議院議員選挙
区確定審議会設置法案｣｢政治資金規制法改正

案｣｢政党助成法案｣)を国会に提出した｡当初
の小選挙区 ･比例区の配分は小選挙区274､比

例区226であった｡この政府案は11月18日の衆

議院本会議では僅差で自民党案 (小選挙区300､

比例代表171)をしのぎ可決されたが､94年 1

月21日の参議院本会議の採決で､一部の社会党

議員が造反したため否決されてしまう｡細川首

相は憲法第59条の規定に従い､両院協議会を開

催､最終的には細川首相と河野洋平自民党総裁

とのトップ会談で小選挙区300､比例区200､全

国11ブロックという妥協案で政治改革関連4法

案を成立させた｡これが1993年から94年にかけ

て展開された< ｢政治改革｣政変>のおおまか

な過程である｡

この<｢政治改革｣政変>を進めた細川政権

は ｢田原-久米連立政権｣と言われた (30)0

つまり､テレビでの田原のインタビューに対す

る返答､｢政治改革を実行する｣という言わば

｢公約｣を､宮沢首相が反故にしたことをさら

にテレビでつかれ､それをきっかけに宮沢内閣

は支持率を落とし､細川政権が誕生したからで

ある｡このような事情から細川政権はテレビが

作ったものであると言われるようになった｡細

川内閣の最大の課題はロッキー ド事件 ･佐川急

便事件と続いた政治腐敗を正す ｢政治改革｣で
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あったが､それは ｢選挙制度改革｣に矯小化さ

れ､現衆議院選挙制度である ｢小選挙区比例代

表並立制｣を残し､自らも佐川急便疑惑によっ

て退陣するのである｡こうした ｢選挙制度改革｣

の政策過程においてもテレビ､そしてそこに登

場する評論家 ･政治学者が大きな役割を果たし

た｡横田-はこうして生まれたテレビ政治を著

書の中で ｢テレポリティクス｣という言葉を使

い分析しているが (31)､これ以降マスコミの

政治報道で頻繁に使われるようになった言葉が

ある｡それが ｢風｣である｡｢風｣が登場するの

は1990年代以降である｡それまで ｢自然｣に託

して政治が語られる場合､頻出していたのは

｢流れ｣という言葉である｡例えば､｢保守本流｣

｢組織の主流｣｢主流 ･反主流｣ などと､80年代

までは ｢水｣に託して政治は語られていた｡そ

れまでは組織と言語による政治が主流であった｡

｢風｣の中心にある浮動票が国政に大きな影響

を与えることはなかったのである｡つまり､こ

の浮動票が政治を大きく左右するようになった

90年以降､｢風｣という言葉が頻出するように

なるのである｡例えば､2005年の ｢郵政選挙｣

でいかに ｢風｣という言葉がマスコミで乱舞し

たかを思い出してほしい (32)0

では､｢水の時代｣と ｢風の時代｣､1990年代

とそれ以前の政治の ｢元理｣的違いはどのよう

なものであろうか｡

60年代の日本の政治

非言語(人心) 物理的強制力

グラフ⑤
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90年代以降の日本の政治

物理的強制力

グラフ⑥

上の二つグラフは70年以前と90年以降の日本

の政治の ｢イメージ｣を表したものである｡7･

80年代はこの二つのグラフの中間の移行期であ

ると考えていただきたい｡

70年以前の日本の政治の課題は､経済復興と

戦後民主主義の定着であった｡池田内閣の ｢高

度経済成長政策｣に象徴されるように､そこで

は ｢もの ･こと･わざ｣が政治の中心にあった｡

また､この時代の ｢無党派層｣は未形成で､政

治的意思は政党や組織 (利益団体 ･組合 ･宗教

団体)のチャンネルを通して上に吸い上げられ

ていた｡また､政治というものは ｢言葉勝負｣

であるという観念にとらわれていた時代で､議

会制民主主義の定着が課題とされる中で､まだ

｢風｣で政治を考えるような発想はなかった｡

この時代は ｢もの ･こと･わざ｣の ｢政治元理｣

が中心になっており､それに戦後民主主義の議

会政治が接合されていたのである｡ ｢非言語

(人心)｣が国政で影響を与えるようなことは事

実としてはあったが､注目されるに至らなかっ

た｡

ところが､70年代以降 ｢非言語 (人心)｣の

割合が増大する｡90年代にいたってその傾向が

加速した｡もちろん従来の言葉による闘い-義

会政治 ･世論政治は存続しているが､マスコミ

の発達により､相対的に ｢ムー ド｣｢ブーム｣-
｢人心｣の政治が重要な役割を果たすようにな

り､それと並行して ｢無党派層｣も増大していっ

た (33)｡組織人が､一定の組織-の支持を通

じて自らの意見や理想を実現しようとするのに

対して､政党 ･宗教団体 ･労働組内などの組織



に属さない人々は ｢そのつど｣支持をかえて､

それが政治に大きな影響を及ぼすようになった

のである (34)｡世論調査が政治を変える重要

な要素になり､プロの政治家もその重要性に気

づき対策を練るようになっていく｡内部に多く

の問題をかかえながらも､この時代に ｢もの ･

こと･わざ｣｢言語｣｢非言語 (人心)｣の三要
素が均衡した政治のかたちが日本において形成

されたのである (欧米はまだ ｢言語｣部分が大

きいと思う)｡そして､小泉政治とはまさにそ

うした歴史の流れが生んだものなのである｡

6.戦後日本の政治一内閣の交代にみる

｢世論J V.S.｢人心｣

1972年6月17日午後零時半過ぎ､佐藤栄作首

相は記者団をにらみながら ｢国民に直接話をし

たいんだ｡新聞になると､文字になると違うか

らね｡僕は､残念ながら偏向的な新聞､大嫌い

なんだ｡だから直接国民に話したいんだ｡やり

直そうよ｡帰って下さい｡｣と大声をあげた｡

退陣発表の記者会見室のことである｡自民党最

大派閥の長である佐藤にしてみれば､内閣不信

任案が否決されたばかりであり､退陣は何とも

肺に落ちないものであった｡そうした怒りが新

聞記者にぶつけられたのである (35)0

その前年に､マスコミを巧みに利用した ｢イ

メージ選挙｣によって美濃部亮吉は360万票を

獲得し東京都知事に再選された｡佐藤は ｢栄ちゃ

んとよばれる政治家になりたい｣と大衆に愛さ

れることを一方で目指したが (36)､それは官

僚出身の ｢強面｣で ｢大衆的人気｣を得ること

などとはまったく縁遠かった佐藤の ｢見果てぬ

夢｣であった｡

この記者会見であらわになったのは､政治の

世界に浸透してきたマスコミの脅威に怒る政権

与党実力派政治家の姿である｡佐藤はこの時代

急速に進んでいた政治の大きな変化をつかみ取

ることができなかった｡これとは対照的だった

のが､美濃部都知事で､彼はこの時代のマスコ

ミの勢いにあたかもサーファーが大波をとらえ

るように､乗っていったのである｡

この佐藤退陣は ｢議会の論理 (永田町の政治 ･

議場における数の論理)｣と ｢人心 (ムー ド･

ブーム)として現れる庶民の思い｣との対立の

始まりであった｡この ｢議会の論理｣と ｢人心｣

の対立という視点から､佐藤内閣以後日本の政

治は､次の4つの時期に分れると思う｡

(1)佐藤内閣退陣 (1972年)から田中一三木一

福 田一大平一鈴木一中曽根内閣退陣

(1987年)まで｡この時期は ｢議会の論

理｣がまだ ｢人心｣よりも大きな力をもっ

ていた時期である｡上記の佐藤退陣記者

会見 ｢事件｣がこの時期の象徴と言える｡

(2)竹下内閣成立 (1987年)から宇野一海部一

宮沢内閣退陣 (1993年)まで｡この時期

はいよいよ ｢人心｣が無視できなくなっ

た時期であり､世論調査の内閣支持率低

下によって政権が倒れることが現実となっ

た時期である｡竹下内閣崩壊と土井社会

党ブーム､前章で述べたテレビをきっか

けにした宮沢内閣崩壊が象徴的事件であ

る｡

(3)細川内閣成立 (1993年)から村山一橋本一

小淵一森内閣退陣 (2001)まで｡この時

期は ｢人心｣に対する政治家側のアプロー

チが始まった時期である｡小淵首相の

｢プッチホン｣は1999年度の流行語大賞

を受賞したが､小淵は世論調査での人気

がいかに政治運営にとって大切であるか

を細川から学び､その実践を意識的に行っ

た政治家と言えよう｡

(4)小泉政治 (2001-2005)は､その ｢人心｣

の重要性を認識し､それを起こしたり､

それに乗ったりしようとした政治であっ

た｡この政治は画期的なものであり､こ

の期間は独立させて分析したい｡もちろ

ん､小泉政治は小泉で終わり､安倍､福

田首相には ｢人心｣-の意識は薄く､

(3)の時代に逆戻りしている｡

(1)の時期を特徴づけるのは田中角栄の ｢数

の論理｣である｡田中は ｢4分の1の論理｣を
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主張した｡つまり､国会で過半数をとりたけれ

ば､4分の1の代議士をとればいい｡なぜなら

国会で自民党が過半数を取れば､国会の議決は

自民党の意向で決まり､その自民党の意向は自

民党員の過半数で制することができるからであ

る｡つまり全国会議員の半数の半数 ･4分の1

を制すれば国会を抑えることができるというわ

けである｡田中派は実際にこうした考えに基づ

き派閥運営を行った｡

中曽根政権成立時に､その内閣が ｢田中曽根

内閣｣と邦旅されたように､ロッキー ド事件で

失脚して以降も､田中が ｢闇将軍｣として ｢数

の論理｣でこの時期の日本政治を動かしていた｡

一方で中曽根は ｢人心｣の重要性に気づきはじ

めていた｡大衆的人気を得ようとアメリカとの

対等の立場を演出し､レーガン大統領と自らを

｢ロン-ヤス｣関係などと名づけ､また ｢国鉄

民営化｣政策では､徹底した ｢官｣批判で国民

の支持を獲得し､戦後初の衆参同日選挙に大勝

した｡

(2)の時期の象徴的事件は､第-に宇野内閣

が消費税を主要争点にした参議院選挙でやぶれ､

かわりに ｢マ ドンナブーム｣で土井社会党が躍

進したことである｡｢人心｣が猛威をふるい始

めたのである｡宇野首相が女性スキャンダルと

選挙結果に責任をとって退陣したのはこの ｢人

心｣の猛威の-コマであったもしれない｡海部

首相は世論調査における高い支持率を頼みに､

小選挙区制度を含む政治改革をもくろんだが､

自民党内実力派議員にはばまれ､退陣を余儀な

くされた｡小泉と異なり､海部は ｢人心｣を利

用するどころか､その力を認識することすらで

きなかった｡そして､宮沢内閣がマスコミでの

発言をきっかけに崩壊し､｢人心｣の政治がい

よいよ大きな力をもってきたのである｡

(3)の時期は細川首相の日本新党ブームと小

測首相の ｢プッチホン｣に象徴される｡細川は

日本で初めてテレビ映りを意識した政治家であっ

た｡｢ホワイ トハウス｣流と言われた立ったま

まの記者会見｡左右に透明の演説版をおき､ペ

ンで記者を指し､答弁した｡1993年のシア トル
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でのAPEC首脳会談ではマフラーが話題になっ

た｡｢料亭政治の廃止｣を唱えたのも忘れては

ならない｡国民の ｢人気｣を獲得しなければ､

政権が維持できないとする意識が政治家の間で

定着してきたのである｡小淵の ｢プッチホン｣

はその象徴であった｡小淵は栃木県高根沢町を

訪れた時､野菜直売所のカブを両手に ｢株価よ

あがれ !｣などいうパフォーマンスを繰り返し､

内閣支持率を高めていった (37)0

(4)数々の失言で ｢世論調査｣での支持率を

最低にまで下げ退陣した森首相に代わって登場

したのが小泉純一郎であった｡次章で明らかに

するように､小泉ほど ｢風｣(｢人心｣)を意識

し､それを操作しようとした政治家はそれまで

日本にいなかった｡小泉を他の日本の政治家と

分かつ最大の特徴はここにある｡グラフ⑥で90

年以降の日本の政治の ｢イメージ｣を示したが､

小泉政治は次のグラフのように描かれると私は

思う｡特徴は､｢非言語 (人心)｣の割合が突出

していることである｡次章ではこの ｢非言語

(人心)｣部分を詳しく分析したい｡

小泉政治の全体構造

グラフ⑦

7.小泉政治における ｢人心｣ の形成

小泉政治の特徴は､｢非言語 (人心)｣部分の

突出である｡先述したように ｢非言語｣を構成

する ｢闘争｣｢エロス｣｢カルマ｣｢知己｣ の諸
｢元理｣は､大社会で機能するときには､｢帰簡｣

の ｢人心｣の構成要素となる｡それらを統合し

た ｢人心｣が国政に大きな影響を与えるように

なる｡それが明瞭となったのは､日本では1990

.-



年代以降である｡小泉はそれを敏感に察知し､

逆に ｢人心｣(-世論調査の高支持率 ･人気)

を操作して成功した｡戦後の首相では佐藤 ･吉

田に続く3位､5年5月の長期政権を維持した

小泉は､どのようにして ｢国民の支持｣という

｢人心｣を ｢獲得｣したのであろうか｡｢政治元

理表｣で分析してみよう｡

(1)｢闘争｣

小泉の ｢人心｣形成 (支持獲得)の最大の手

法は ｢政治元理表｣の ｢闘争元理｣で分析でき

る｡その ｢闘争｣は､<判官最屈戦略>とも言

うべきものであった｡つまり自らを ｢少数者｣･

｢弱者｣と位置づけ､｢多数者｣ ･ ｢強者｣に立

ち向かうという ｢闘争｣スタイルである｡

2001年の自民党総裁選挙という出発点から､

小泉の ｢闘争｣はそういう形をとった｡他に総

裁に立候補したのは橋本龍太郎 ･麻生太郎 ･亀

井静香で､一番の強敵は橋本であった｡自民党

国会議員の3割 を占める派閥の長である最有力

候補であった橋本を小泉は破り､自民党総裁に

選ばれた｡小泉の手法は､派閥から離脱し､首

相公選制を唱え､一般自民党員や一般国民に直

接支持を呼びかけるというものであった｡この

｢派閥からの離脱｣ほど彼を ｢少数者｣｢弱者｣

として国民に印象づけたものはなかった｡その

｢少数者｣｢弱者｣が ｢守旧派｣の巨大な壁に立

ち向かい ｢構造改革｣を行う｡このスタイルが､

これ以降の小泉の ｢闘争｣戦略であった｡

4月26日に内閣の発足以降も､小泉はこうし

た ｢闘争｣スタイルを保持していく｡5月の参

議院予算委員会では､｢嫌なことがあると､特

攻隊の気持ちになれと自分に言い聞かせる｣と

述べたという (38)0 ｢守旧派｣と戦う決意をこ

めたこの言葉はマスコミを通じて国民に大いに

喧伝された｡

7月8日の街頭演説では､｢自民党内に 『抵

抗勢力』が台頭した場合には小泉が自民党をぶっ

つぶします｣と演説し (39)､常に自民党内で

｢孤軍奮闘｣している姿を見せ付けていくので

ある｡それは､国民の間に根強い ｢判官最属｣

に訴えるところ大であった｡しかし実際には､

小泉はその自民党を壊すことはなかった｡小泉

の絶叫は自民党を延命させることはあっても､

壊すことは最後までなかったのである｡

そして､この小泉的 ｢闘争｣手法が遺憾なく

発揮されたのが､言うまでもなく ｢郵政選挙｣

である｡

2005年8月6日夜､森前首相は小泉に対し､

郵政民営化法案が参院で否決されても衆議院を

解散しないように説得を試みた｡話し合いを終

えた森は､記者団に小泉の決意の固いことを確

認したと述べた｡小泉は ｢殺されてもいい｡そ

れぐらいの気構えでやっているのだ｣と言った

という｡有名な ｢干からびたチーズ｣会談であ

る (40)0 ｢殺されてもいい｣という戦う気概は､

国民に大いにアピールした｡

こうして始まった第44回衆議院選挙､いわゆ

る ｢郵政選挙｣ では､今までの常識が通用しな

い状況が展開された｡小泉は郵政民営化に賛成

しない候補者の選挙区に次々に ｢刺客｣を送っ

た｡その代表格は東京10区･小林興起にあてた

小池百合子､岐阜一区 ･野田聖子にあてた佐藤

ゆかり､広島6区 ･亀井静香にあてたライブド

ア社長の堀江貴文である｡小泉の ｢闘争｣手法

は国民にアピールした｡小池や佐藤､そして堀

江等も ｢単独で敵地に乗り込むヒーロー｣｢強

いものに立ち向かう少数者 ･弱者 ･改革者｣を

演じたゆえに国民の ｢判官県展｣による支持を

獲得していったのである｡

異様な熱気の中､9月11日の投票で自民は改

選前を84も上回る296議席で圧勝｡小泉チル ド

レンと言われる一年生議員も84名にのぼった｡

郵政選挙後の有権者の発言の中に､次のよう

のものがある｡

- ｢小泉さんがいいと思ったのは､おれは死ん

でもいいと言ったこと｡格好いいなと思っ

た｣

- ｢いっその言葉を聞いたのかは忘れたけど-

命がけでやっているというのが顔から伝わっ

てきた｡だから入れた｣

- ｢亀井さんとか自民党の中の悪いのを敵にし
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てやったんでしょ､今回は｡そういうのを

ズバッと切ったんでしょ｡なんかクールっ

ていうか格好いいじやない｣

- ｢小泉さんは負けたら政権を投げ出す覚悟で

選挙に臨んでいた｡岡田さんも口では 『政

権を取れなければ党首を辞任する』と言っ

ていたが､小泉さんに比べて本気度が足り

ないことが透けてみえてしまった｡手法は

強引でも､やっぱり小泉さんの方がリーダー

として頼りがいがある｣(41)｡

これら有権者の声から､まず小泉の政治手法

に ｢闘争｣があり､それは<判官最属戦略>と

も言うべき､自らを ｢少数者 ･弱者｣として､

それが ｢多数者 ･強者｣の ｢悪｣と闘う､とい

うイメージ作りだったことがわかる｡

(2)｢知己｣

次に､｢知己元理｣から小泉の ｢人心｣形成

の手法を見ていこう｡ ｢知己元理｣の権力は

｢出会い｣である｡この ｢出会い｣の一番の好

例は､言うまでもなく日朝首脳会談であるが､

2001年10月8日の江沢民国家主席との会談､お

よび10月15日の金大中大統領との会談も注目に

値する ｢出会い｣のシーンであった｡小泉はあ

る意味で<出会いの達人>ともいえる才能をもっ

ていた｡

そうした小泉政治の一番の見せ場は前述の北

朝鮮訪問である｡2002年と2004年の二回にわたっ

た日朝首脳会談は､その外交的成果以上に､日

本と北朝鮮の距離を縮めた点と国民の支持を集

めた点で注目すべきものである｡特に金正日と

握手している写真は歴史の大きな一ページとな

るだろう｡

そもそも小泉には､国民に直接話しかけると

いう戦略があった｡歴代の自民党政治家では､

小淵も試みているが稚拙であり､小泉の方がは

るかに役者が上であった｡この方面で注目すべ

き手法は①直接電話②メールマガジン③タウン･

ミーティングである｡

小泉の直接電話作戦はその効果を十分意識し

てのものであった｡2004年8月15日には宿泊先
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の新高輪プリンスホテルにわざわざ報道陣を集

めたうえで､アテネ五輪で金メダルをとった谷

亮子 ･野村忠宏選手に電話をした (42)｡時の

首相から直通電話をもらって､悪い気がする人

はいない｡小泉はこうしたことの意味-つまり

直接対話の意味の大きさを良く知った人であっ

た｡

｢メールマガジン｣は福田政権にも継承され

ているが､福田には小泉にあった ｢国民に直接

語りかける｣ムードはない｡小泉のメルマガは､

筆者も何回か見たが､｢ライオンハー ト｣のニッ

クネームで語られるその語り口は､本当に直接

話しているような気持ちにさせて巧みであった｡

現在においては ｢やらせ｣が露呈し､地に落ち

た感がする ｢タウン･ミーティング｣であるが

(43)､これも小泉の ｢直接対話路線｣の目玉で

あった｡

｢友達のように話しかける｣- ｢政治元理表｣

の ｢知己元理｣で解釈される政治手法であるが､

｢政治元理｣ としては知らずとも､小泉はその

効果をしっかりと意識してやっていたように思

う｡

(3)｢カルマ｣

次に､｢カルマ元理｣で分析される ｢人心｣

形成手法を見ていこう｡｢カルマ元理｣とは政

治において ｢行動｣が人々に訴えかける側面を

表している｡その ｢行動｣は人々の心の奥底に

ある倫理的 ･道徳的な琴線に触れるものでなけ

ればならない｡小泉の行動には､こうした国民

の琴線に触れるものがあった｡それは①ハンセ

ン病国家賠償訴訟の熊本地裁判決にたいする控

訴断念の決断②徒党をくまない潔さ③ ｢スタイ

リスト｣がついているのではないかと思わせる

ほどの清潔感 ･質素感の演出である｡

熊本地裁の判決を受けて小泉は ｢去る5月11

日の熊本地方裁判所におけるハンセン病国家賠

償について､私は､ハンセン病対策の歴史と､

患者 ･元患者の皆さんが強いられてきた幾多の

苦痛と苦難に思いを致し､極めて異例の判断で

はありますが､敢えて控訴を行わない旨の決定



をいたしました｡｣(44)という談話を発表した｡

- ｢ハンセン病控訴断念｣は､小泉のやった業

績で､もっとも評価すべきものであるかもしれ

ない｡事実､それはその後のハンセン病対策と

国民の意識に大きな前進をもたらした｡

｢徒党を組まない潔さ｣も小泉の資質の特徴

である｡｢仲間と群れず､子分をつくらない小

泉氏は､そのしがらみのなさから､派閥政治や

特定の支持団体に頼る自民党の構造を壊した｣

(45)と言われている｡｢お金と宴会の匂いがし

ない｣-私のインタビューに答えた若い女性や

女子学生から発せられた小泉の印象である (46)0

細身のからだを ｢吊るしの背広｣で包み (47)､

在任中は大好きだったゴルフもやめ (48)､海

外出張のお付きを十分の一にした (49)ことは､

｢清潔感 ･質素感｣を国民に印象付けた｡

(4)｢エロス｣

最後に､｢エロス元理｣で分析される小泉の

｢人心｣形成手法を見ていこう｡これが独身で

あった小泉に一番欠けていたことかもしれない

が､この点についても抜け目なかった｡2001年

2月､鹿児島県知覧町の知覧特攻平和会館を訪

れた際､語り部の松元淳郎さん (77歳)が､石

川県出身の20歳の青年の遺書を ｢おかあーさん､

おかあさ-ん｣ と読み上げた時､ぼたぼたとガ

ラスケースの上に涙をこぼしたという (50)0

こうしたエピソー ドは首相在任中に度々喧伝さ

れた｡子を思う母に涙する小泉のイメージが流

布された｡

また､印象的なのは､2001年の夏休みに箱根

のホテルで行った実の息子とのキャッチボールで

ある｡離婚経験のある小泉のマイナスイメージ

はこうした ｢演出｣によってかき消されていった｡

8.小泉政治における ｢人心｣の掌握

｢人心｣を媒介にする ｢治者一被治者｣関係

はどのようなものであろうか｡それは､｢暴力

による強制｣や ｢多数決｣や ｢判決｣という明

確な形を持たない｡｢ムー ド｣による漠然とし

た支持である｡しかし､これが日常身近な秩序

形成で重要な役割を果たしていることは､誰で

も感じていることであろう｡国政レベルにおい

ては､社会全体の ｢ムー ド｣のあり様は ｢世論

調査｣などで知ることができる｡為政者の発言

や施策が､国民に投げかけられ､国民は世論調

査や選挙でそれに対する返答を行う｡そういう

政治が着実に現代政治の中で育っている｡

｢帰簡元理｣においてはそのような ｢治者一

被治者｣関係が理論化されている｡それが ｢ま

つろう-しらす｣という関係である｡｢まつろ

う-しらす｣では､｢しらす｣が先に来る｡｢被

治者の気持ちをくむ｣という意味である｡｢被

治者の気持ち｣をくんだ為政者が ｢下からまつ

りあげられる｣､すなわち下から支持されると

いう政治のあり方である (51)｡これは江戸以

前の日本の伝統的な政治の形態であることに留

意する必要がある｡

小泉が国民に投げかけたものは､｢政治元理

表｣の ｢非言語｣グループに属するもので､い

ずれも ｢理性｣よりも ｢情｣に訴えたものであ

る｡人間の精神活動の中の ｢非言語｣的部分は､

政治の世界においては ｢理性｣｢エトス｣｢討論｣
に対して､｢情動｣｢パ トス｣｢感情的｣などと
いう言葉で表現され､｢劣ったもの｣｢克服すべ
きもの｣ と位置づけられてきた｡ノJ､泉政治を総

括する際の ｢ポピュリズム｣という非難にもこ

うした傾向が多く見られる (52)0

私は日常の社会生活と同様に国家レベルの政

治の世界においても､｢感情｣や ｢情動｣は軽

蔑 ･軽視すべきものではないと考えている｡

｢直感｣や ｢好悪｣が時として現実を的確にと

らえることも多いからであり､何よりも日常生

活ではそれらが ｢まとめ｣の ｢決め手｣ になる

ことが多いからである｡もちろん､前述したよ

うに､｢情動｣や ｢パ トス｣に偏向し､｢理性｣

や ｢ェ トス｣｢討論｣を軽んじてはいけないが､
政治の世界で果たすそれらの役割を正当に評価

し､適切に対応していかなければならないと私

は思う｡

｢人心｣を媒介にした ｢まつろう-しらす｣

小泉政治とは何だったのか -｢政治元理表｣で解く現代日本政治 147



という治者一被治者関係を小泉純一郎は感覚的

に身につけていた｡そのことを知るためのキー

ワードが､彼の好きな言葉である ｢風｣である｡

小泉純一郎の辞書には ｢風｣という言葉があ

る｡例えば郵政選挙のあとの05年参議院神奈川

補選に際してのコメントであるが､｢風はどう

かね｣と余裕の問いかけをしている (53)｡こ

の言葉を私流に ｢翻訳｣すれば ｢自民党候補者

(喰えていえば ｢帆｣)に風 (｢人心｣)が吹いて
いるかね｣ ということになる｡

最近では､08年4月7日の自民党神奈川県連

パーティで挨拶し､小泉は ｢そろそろ大事な､

何とかという 『風』が吹き出した気がする｣と

述べている (54)｡この時の ｢風｣は ｢解散風｣

を意味しているが､彼の現状把握に際しての思

考パターンに ｢風｣という言葉はしっかりと定

着している｡

小泉の言う ｢風｣とは何なのだろうか｡それ

は､政治の世界にただよう ｢ムー ド｣(｢人心｣)
である｡一日分がたちあげた政策は国民の支持

という ｢ムー ド｣をつくることができたであろ

うか｡もしできていれば､選挙などに打って出

る｡まだならば､再度マスコミなどを通じて

｢ムー ド｣(｢風｣)を起こす､そうすれば選挙な
どに勝つことができる-小泉が考えていたこと

はこういうことではないだろうか (55)0

｢ムー ド｣(｢風｣)をつかむ-彼のこうした

手法は､前述したように､出発点の自民党総裁

選挙ですでに示されていた｡そこで小泉は ｢派

閥解消｣｢解党的出直しとしての首相公選制｣

を主張した｡前者の ｢派閥解消｣では実際に森

派を離脱した上で､次のように理由を述べてい

る- ｢私はもっとも派閥を愛する人間だ｡長く
非主流の派閥で生きてきた｡その私が派閥をや

めるんだ｡国民はもはや派閥を必要としていな

い｣(56)｡後者の ｢首相公選制｣を提案した公

約では次のように記載されていた- ｢政党が一
部の団体ではなく､国民全体の声を聴くように

なる最も効果的な方法｣であると (57)0

この二つの記述で注目すべきは ｢国民｣とい

う言葉である｡小泉は､自民党の派閥の多数派
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でもなく､議会の多数派でもなく､｢国民｣ の

方に歩を進め､｢国民｣に直接話しかけた｡そ

して､｢国民｣の間にある ｢ムー ド｣が自分の

支持に傾いていることを知るや否や､一気に勝

負に出たのである｡

一一国のトップである首相の目がわれわれ庶

民に向けられている-そう感じた人々は瞬く間

に小泉の ｢虜｣になった｡78%の高支持率を記

録した2001年の4月に行われた朝日新聞の世論

調査には､次のような項目がある- ｢小泉さん

は､国民の感覚に近い政治家だと思いますか｣｡

これに対する回答の何と71%が ｢国民の感覚に

近い｣と答えているのである (58)｡国民は小

泉を､自分たちのための政治をやってくれる､

自分たちの気持ちを代弁してくれる政治家とし

て見たのである｡

これ以降も小泉は支持率を横目でみながら､

下降すると支持率を上げるべく国民受けする施

策を打ち出した｡02年 9月の北朝鮮訪問､03年

9月の安倍幹事長起用､04年5月の北朝鮮再訪

等々である｡逆に支持率を落としたのは02年 1

月の田中外相更迭と､03年12月自衛隊のイラク

派遣決定時等である｡

そして､｢国民の声を聞く｣ということを最

高度にアピールしたのが､言うまでもなく05年

の郵政選挙である｡8月8日､衆議院を解散し

た小泉は次のような記者会見を行った｡

｢一首相 本日衆議院を解散した｡国会は郵政

民営化が必要ないという判断を下した｡杢豊

に国民の皆さんがこの郵政民営化が必要ない

のか､聞いてみたい｡いわば今回の解散は

｢郵政解散｣だ｡一中略一自民党は郵政民営

化に賛成する候補者しか公認しない｡郵政民

営化に賛成する自民党､公明党が過半数の勢

力を得ることができれば､選挙終了後の国会

で､成立するように努力したい｡

(記者 法案否決の率直な感想は｡参院否決で

衆院を解散するのはなぜか｡)

-首相 (可決の)可能性はあるということで

参院の採決をかたずを飲んで見守っていたが､

残念ながら否決された｡今までの改革路線に



国民はノーというのか､イエスというのか聞

いてみたい｡｣(59)

私はこの発言中の ｢国民の皆さんに聞いてみ

虹 と ｢国民はノーというのか､イエスとい

うのか聞いてみたい｣の ｢聞いてみたい｣とい

う言葉に注目したい｡つまり､小泉は国民に呼

びかけ､その声を聞きたいと言っているのであ

る｡私はこの ｢郵政選挙｣での最大の勝因一国

民が小泉の解散総選挙を支持した理由は､この

二回でてくるフレーズが国民の琴線に響いたか

らであると考えている｡

前章で小泉政治の ｢非言語 (人心)｣部分を

形成するものを ｢闘争｣｢知己｣｢カルマ｣｢エ
ロス｣などで分析したが､この ｢人心｣を自ら

の支持につなげるのにはもうーっ操作を重ねな

ければならない｡それが ｢国民の声を聞く｣と

いうことだったのである｡誓えて言えば前章の

｢人心の形成｣が田植えであるならば､本章の

｢人心の掌握｣は ｢稲刈り｣にあたる｡そうし

たことを小泉は直感的につかんでいたのである｡

9.小泉政治とは何だったのか-偽装と

しての ｢しらす｣

第6章において､｢世論｣V.S.｢人心｣と

いう枠組みを提示し､1972年の佐藤退陣から

2005年の小泉政治の終蔦まで､｢人心｣の動き

が政治を左右するようになった歴史を顧みた｡

この間に何度か､｢人心｣の政治が目覚ましく

発現した現象が見られる｡それが ｢大勝選挙｣

である｡

この間の ｢大勝選挙｣で筆者が注目するのは

①美濃部都知事再選選挙 (1971年)②中曽根自

民党300議席獲得同日選挙 (1986年)③土井社

会党ブーム参議院選で圧勝 (1989年)④ ｢二都

異変｣(青島幸男 ･横山ノック知事当選)(1995

午)⑤石原都知事圧勝 (1999年)⑥小泉自民党

圧勝 (2005年)⑦民主党参議院で圧勝 (2007年)

である｡そこではどのようなメッセージが候補

者から国民に投げかけられたであろうか｡簡単

に振り返ってみよう｡

①美濃部再選選挙 (1971年)- ｢対話路線｣

は美濃部都政の代名詞である｡1971年6月

の議会では有名な ｢橋の哲学｣が語られた-

｢たとえ橋ひとつつくるにしても､その橋

の建設がそこに住む多くの人々の合意でつ

くられないならば､橋の建設はされない方

がよい｡人々は今までどおり泳ぐか､渡し

船で川を渡ればよい･-この考え方には明ら

かに住民自治の理念と住民参加の姿勢のあ

り方が述べられております｣-この美濃部

の演説は ｢参加民主主義｣の勝利と評され

たが (60)､美濃部政治の最大のアピール

ポイントは ｢対話｣であった｡

②中曽根300議席獲得同日選挙 (1986年)-

1986年 7月 6日の衆参同日選挙では､｢国

鉄民営化｣路線が唱えられ自民党は衆議院

300議席を獲得した｡これに対し社会党は

24減の85議席に低落した｡1986年7月7日

の朝日新聞は ｢われわれの多くが今の生活

は昔に比べればよくなったと思い､それが

大きく変化することを望まない､いわゆる

『生活保守主義』が自民党支持の根っこに

ある｣と論じているが､そうした ｢生活保

守主義｣をベースにして ｢国鉄民営化｣と

いう ｢官｣批判が国民の心をつかんだと思

われる｡まったく背景が違うが､小泉郵政

選挙の ｢郵政｣批判と同様に､この時の

｢国鉄｣批判に国民の支持が集まったと思

う｡

③土井社会党ブーム参議院選で圧勝 (1989年)

この選挙では ｢消費税｣｢リクルー ト事

件と政治改革｣｢農政｣が争点であったが､
国民の関心は公約に違反して導入された

｢消費税｣に集中した｡社会党のポスター

には ｢消費税をやめさせます｣と書かれた｡

ある社会党女性当選者は ｢庶民の台所の声

が政治に届くようにしたい｣ と述べたが

(61)､国民の声を政治に反映させようとす

る社会党の姿勢が勝利を呼び込んだ最大の

理由であったと思われる｡

④ ｢二都異変｣(青島幸男 ･横山ノック知事
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当選)(1995年)-青島幸男は選挙公報で､

｢世界都市博覧会撤回｣｢臨海副都心開発見
直し｣｢災害対策の充実｣の三点とともに
｢都政から隠し事をなくす｣｢都民の税金は
無駄に使わない｣という政治理念をかかげ

た｡選挙ポスターには ｢都政にご意見､ご

要望を｣と記した｡また､山田勇 (横山ノッ

ク)府知事は ｢弱者の視点の政治 ･手づく

りの庶民府政｣｢密室的な談合政治はしな

い｣と初登庁の場で述べた (62)｡両知事

とも既成政党から自立し､無党派層の支持

を受けての当選だった｡当時の新党さきが

け代表田中秀征は､この ｢二都異変｣を

｢『官権政治』から 『民権政治』-の転換を

図る流れ｣と評したが (62)､政治のガラ

ス張り･政治の浄化が有権者の支持を得た

ものと思われる｡

⑤石原都知事選圧勝 (1999年)-石原慎太郎

は1999年4月の都知事選で166万票を獲得､

二位の鳩山邦夫に大差をつけて圧勝した｡

前知事の青島幸男が厚い都庁官僚の壁には

ばまれ､思うような施政をできなかったこ

とに対して､都民は都庁官僚に立ち向かえ

る知事候補を選んだ｡また､石原は都庁の

財政立て直しを主張し､公務員と民間との

官民格差をあげ､都庁公務員の給与削減を

行った (63)0 ｢失われた10年｣の長期不況

の中で､都庁公務員の給料にメスを入れる

ことが期待されての当選であった｡

⑥小泉自民党圧勝 (2005年)-本論文で展開

したように､小泉の施政は最初から最後ま

で ｢風｣(人心)を意識したものであった｡

その集大成が ｢国民の皆さんに聞いてみた

い｣と唱えた郵政選挙であった｡

⑦民主党参議院選で圧勝 (2007年)-2007年

7月の第21回参議院選で小沢民主党は改選

議席32をほぼ倍増し､参議院の第一党となっ

た｡年金 ･事務所費 ･閣僚の自殺や失言､

強行採決の連続で安倍政権は国民の信頼を

失っていたが､小沢は前年に出版した 『小

沢主義』で､仁徳天皇の御歌をあげて､
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｢民のための政治｣をかかげていた (64)0

これに基づきこの選挙でも ｢国民の生活が

第一｣をキャッチフレーズにして､安倍首

相の成長路線と憲法改正という国家本位の

政策と対照的な政策をぶつけた｡小沢の最

近のポスターには ｢あなたの暮らし､あな

たの思い｡すべて僕にぶつけてください｣

と書かれているというが (65)､このとこ

ろの小沢路線は ｢民のための政治｣である

ことに注意する必要がある｡

これら7つの ｢大勝選挙｣の候補者の主張か

ら以下の三つの要素が浮かび上がってくる (-

以下上記事例番号)｡

(1)国民の声を聞く-(∋③④⑥⑦

(2)政治のガラス張り･政治の浄化-(D④

(3)｢官｣批判-②④⑤⑥

この3つの要素から､国民の政治に対する期

待は､まさに国民に目を向けた､ガラス張りの､

官ではなく ｢民のための政治｣(66)であるこ

とがわかる｡こうした主張をかかげた政治家が

待望され､登場すれば国民は支持を与える｡し

かし､そうした政治家もいざ現実の政治の舞台

に立つと､旧弊や官僚制の厚い壁にはばまれ､

再び旧態依然の政治が復活するというパターン

を繰り返してきたのである｡

ところで､美濃部 ･土井 ･青島 ･山田･小沢

(小沢政治については現在進行中なので評価は

早計だが)らは ｢民のための政治｣を明確にか

かげ､それを指向していたことは間違いなかっ

た｡また､中曽根 ･石原もそれぞれ ｢官批判｣

に限って言えば ｢民のための政治｣を指向して

いたと言える｡

しかし､そうした中､小泉だけは他の政治家

と異なっている点がある｡それは､彼はポーズ

として ｢国民の声を聞きたい｣という言葉は発

したものの､実際には､｢民のための政治｣で

はなく､｢民を苦しめる政治｣を行った点であ

る｡すでに小泉政治は歴史的に総括されつつあ

るが､小泉は ｢民を苦しめる｣｢格差社会｣を
推進し (67)､日本が再び戦争ができる ｢有事

体制｣ を作り上げ､｢民をして戦争を支える｣



体制を準備 し終えたのである (68)0

｢しらす｣は ｢民 (被治者)の声を聞く｣と

いうことであり､｢民 (被治者)のための政治｣

を行 うということである｡そういった意味で､

小泉政治は ｢偽装｣された ｢しらす｣であった｡

2006年 2月 1日参議院予算員会で､小泉は市川

一朗議員 (自民)の質問に答えて ｢格差が出る

のは別に悪いことではない｣と答えたが､それ

は ｢語るに落ちた｣彼の確信だったのではない

か (69)0

また､森永卓朗は ｢市場原理主義｣の特徴と

して ｢①規制緩和②金持ち減税､低所得者増税

③社会保障予算削減④弱肉強食原理⑤落ちこぼ

れを戦場に駆 り出す｣の 5点をあげているが

(70)､小泉政権下で①から④までが着実に推進

された｡ しかし､幸いなことに⑤の ｢落ちこぼ

れを戦場に駆 り出す｣体制については実現され

ずにすんだ｡

最近の新聞の世論調査はようやく<9条改憲

>の嵐がおさまったことを告げている (71)0

しかし､もし小泉後継の自民党内閣が､小泉の

ように臆面もなく巧みに ｢偽装｣の ｢しらす｣

を行っていたならば､｢落ちこぼれを戦場に駆

り出す｣体制づくりがもっと進んでいたかもし

れない｡我々はそうした流れを ｢とりあえず｣

止めることができたが､再びそうした動きが台

頭 しないように今後も不断の監視を続ける必要

があるだろう｡
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(2006年 ･PHP新書)

大赦秀夫 『小泉純一郎-ポピュリズムの研究

その戦略と手法-』 (2006年 ･東洋経済新報社)

竹 中治堅 『首相支配一 日本政治の変貌』

(2006年 ･中公新書)

内山融 『小泉政権』(2007年 ･中公新書)

2 生前､神島は ｢政治元理表｣を何回か改訂し

ている｡別表 1は一高同窓会誌 『向陵』 (vol.40

1998年)に掲載された最後のものである｡

3 神島二郎は1918年生まれ､1998年死去｡

1959年 ～ 1984年 立教 大 学教授 ｡ 1984年 ～

1989年立正大学教授｡この間1980年～82年まで､

日本政治学会理事長｡1961年に出版された 『近代

日本の精神構造』は､明治国家体制を庶民意識の

レベルから分析し､学会のみならず社会的にも大

きな影響を与えた｡その後既存の政治学の限界を

感じ､｢新しい政治学｣の構築を試み､1991年に

は 『新版 政治をみる眼』(NHK出版)で､そ

の ｢新しい政治学｣を世に問うた｡そうした試み

は死の直前まで行われ､遺稿となった ｢柳田国男

と丸山最男を超えて｣(『向陵』vol.40 1998年

所収)はその最後の結実となっている｡

4 朝貢貿易の性格は､｢四夷｣から財を奪うの
ではなく､与えることによって､成立する秩序で

あった- ｢中国で､四夷が入貢してきたとき､そ

れに賞賜を与えるという形式の貿易｡賞賜の利に

ひかれ､周辺の国々はすべてこの貿易を行った｣

(『広辞苑第5版』岩波書店)

5 ここでの ｢愛｣はキリスト教的な ｢アガペー｣

としたい｡｢アガペー｣の解説として次のものを

引用しておく- ｢『ェロスとアガペー』において､

ニグレンは､エロスは人間的な愛 (自己実現の愛)

であって原理的に自愛であり､自己中心性を脱す

ることができず､より低級な利己主義に近づく危

険性を持っている､これに対して神の愛であるア

ガペー (希 agap6)は､人間的な立場に対する

超越性をもち､純粋に無動機の他者実現の道であ

るとした｡｣(山崎正一 ･市川浩編 『現代哲学辞典』

1970年 ･講談社)

6 東京新聞 (2005年 9月8日)

7 1977年11月､エジプ トのサダト大統領はイス

ラエルを電撃訪問して世界を驚かせた｡翌年9月

にはイスラエルのべギン首相とキャンプデービッ

トで首脳会談を持ち､79年3月には平和条約を結

実させた｡1978年10月にサダト大統領とべギン首

相はノーベル平和賞を受賞した｡

8 1989年12月､地中海にうかぶマルタ島でゴル

バチョフとブッシュが米ソ首脳会談を行った｡長

年の米ソ冷戦に終止符を打つ画期的な会談であっ

た｡

9 2002年9月17日､小泉首相は北朝鮮を訪問｡

金正日総書記と史上初の首脳会談を行い､日朝平

壌宣言を発表した｡10月25日には泣致被害者5人

が一時帰国した｡

10 2001年 1月26日JR新大久保駅で酔ってホー

ムから転落した男性を助けようとした日本人カメ
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ラマン関根史郎さんと韓国人留学生李秀賢さんが

犠牲になった｡赤の他人にために自らの命を犠牲

にするという､理屈では割 り切れないこの行動は

多くの人々の心を動かし､映画が作成され､遺族

-の見舞金が奨学金制度となるなど､今も影響を

与え続けている｡この事件をきっかけに全国の鉄

道のホームに非常停止ボタンが設置されたことは､

何よりも特筆に値する｡

ll 1965年から73年まで､｢アメリカはベ トナム

から手をひけ｣という手書きのゼッケンをつけて

通勤する人がいた｡故金子徳好さんである (07年

11月26日死去)｡筆者もその生き方に大きな影響

をうけた｡一人の行動が人々のこころに突き刺さ

り､政治的に大きなメッセージになる一例である

(朝日新聞2008年 ･2月 1日号 ｢惜別｣参照)｡

12 ガンジーの思想と運動については､マハ トマ ･

ガンジー 『わたしの非暴力 1･2』(1971年

みすず書房)等を参照｡

13 『孫子』(1963年 ･岩波文庫)参照｡

14 D.デフオー 『ロビンソン･クルーソー 上 ･

下』(1967年 ･岩波文庫)

15 前田朗 『軍隊のない国家』(2008年 ･日本評

論社)｡前田の整理によると､世界で軍隊をもた

ない国は27あるという｡

16 2008年5月10日､ミャンマーではサイクロン

被災にもかかわらず軍事政権による新憲法承認の

国民投票が強行された｡軍事政権が被災にともな

う大規模な国民運動が起こる恐れを抱いたからで

あると言われている｡｢徒手空拳｣であっても大

規模な国民運動が起こったら､軍隊 (｢物理的強
制力｣)などひとたまりもない｡そこで法による

体制維持一意法改正を急いだというのが私の解釈

である｡

17 世論調査は言葉による ｢理性的判断｣の調査

というより､国民の非言語的 ｢感情｣の調査であ

ると思う｡言わば ｢人気投票｣と言うべきものと

なっている｡例えば朝日新聞の2008年4月19･20

日の世論調査の項目には､｢福田内閣を支持しま

すか､支持しませんか｣を筆頭に､｢福田首相と

民主党の小沢代表についてうかがいます｡二人の

発言や行動を比べてみて､あなたはどちらを評価

しますか｡福田さんですか｡小沢さんですか｡｣

などという質問がならぶ｡政策などに対する客観

的 ･理性的判断を問うというより､｢人気投票｣

以外の何ものでもない｡驚くべきことに先の ｢福

田内閣を支持しますか｣という質問には ｢それは

どうしてですか｣という付加質問があるが､その

中に ｢なんとなく｣という選択肢があることであ

る (その割合は ｢支持｣と答えた人の中の何と28

%を占める)｡私が ｢世論調査｣-｢人気投票｣
と言う根拠はこんなところにある｡
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18 ルース ･ベネディク ト『菊と刀』(1967年 ･

社会思想社 ･長谷川松治訳)

19 ｢戦後､一世を風廃 したベネディクトの 『恥

の文化』論が､日本文化をワンパターンに集約し

てみせたこと (『単一文化』)などが､『単一 ･同
質』論を文化から民族-とシフトさせるのに役立っ

たと思われる｡ このようにして 『単一社会』や

『同質民族』論が出てくるのであるが､その代表

的なものは､中根千枝の 『タテ社会の人間関係』

とライシャワーの 『ザ ･ジャパニーズ』である｡

いずれも日英両語で刊行され､影響がきわめて大

きかったが､今日では､きびしい批判にさらされ

ている｡｣ (神島二郎 ｢日本文明論の認識枠組｣

(1986年 ･『比較文明2』比較文明学会))

20 神島前掲論文参照.｢単一民族 ･単一文化 ･

同質社会｣論については､神島は早くから繰 り返

し批判していた｡

21 1986年の中曽根総理によるアメリカを侮蔑す

るような ｢単一民族発言｣など､こうした発言は

枚挙にいとまない｡2001年に鈴木宗男は外国人記

者クラブで ｢(日本は)一国家一言語一民族と言っ

てもいい｡北海道にアイヌ民族というのがおりま

して､まあ嫌がる人もおりますけども､今はもう

同化されておりますから｣と言い､同日､平沼赴

夫経済産業相は ｢小さな国土に1億2600万人のレ

ベルの高い単一民族できちんとしまっている国｡

日本が世界に冠たるもの｣と言っている｡最近で

は､2007年2月25日､長崎県長与町で行われた自

民党支部大会で伊吹文部科学大臣 (当時)は ｢大

和民族が日本を統治してきたことは､歴史的に間

違いない事実｡極めて同質的な国｡｣と言ってい

る｡こうした見方はこの国の政治家 ･知識人の間

に依然根強い｡

22 2008年 1月7日､大統領選の民主党候補ヒラ
リー ･クリントン上院議員はポーツマス市内のレ

ス トランで支持者との懇談で声をつまらせ､目に

涙を浮かべた｡対立候補のオバマ上院議員に支持

率の逆転を許す情勢の中､この涙はその後の予備

選の勝利につながったという説がある｡

23 朝日新聞 (2001年9月16日)0 ｢大政翼賛会｣

的な決議に､当時筆者は大変驚かされたが､9月

22日の朝日新聞ではアメリカ国内でバーバラ･リー

議員の投票に対して賛否両論の議論が行われてい

ることが報じられており､一方でアメリカの民主

主義の健全さも知ることができた｡

24 朝日新聞 (2001年10月3日)0 ｢非国民｣とい

う言葉は日本固有のものではなく､戦後日本人に

民主主義を教えたアメリカにも発生する言葉 ･現

象なのである｡

25 こうした傾向は一人日本だけにみられること

ではない｡イギリスなども世論調査で首相交代が



論じられる国である｡08年 6月26日の朝日新聞の

記事に ｢支持率最低一早期退陣論｣と題 し､世論

調査で低迷するブラウン首相に代わって､次の選

挙ではミリバン ド外相に交代する可能性が伝えら

れている｡

26 国民はマスメディアのうち何を見ているかと

いう日本新聞協会の平成19年の調査によると､テ

レビは99.1%､新聞92.5%､ラジオ55.8%､雑誌

74.5%､インターネット63.3%で､マスメディア

のうち現在もテレビが圧倒的に影響を与えている

ことがわかる｡新聞が90%を超えていることから

も､活字離れとは言え､人々は依然活字から情報

を得ていることもわかる (東京新聞 2008年 5月

14日)0

27 内閣府の統計による｡ちなみに､昭和43年以

降白黒テレビの普及率は減少 し始める｡もちろん

その理由はカラーテレビの普及である｡ちなみに

カラーテレビの普及率は昭和50年に90%を超え､

その後は100%近くを保っている｡

28 当時の新聞には次のようにある- ｢『東京に
青空を』『都民党』『シビル ミニマム』また選挙ス

ローガンの傑作 『ス トップ ･ザ ･サ トウ』などの

耳新 しい言葉を駆使 し､ギャンブル廃止のような

衝撃的イベン トを大衆に投影 し､大衆を動かした

美濃部都知事は､日本で最初の本格的 『イメージ

政治家』といえよう｡｣(朝 日新聞特集 ｢美濃部都

政12年を考える｣1978年 7月19日)

29 <｢政治改革｣政変>とは筆者の造語である｡
30 星浩 ･逢坂巌 『テレビ政治』(2006年 ･朝 日

新聞社)

31 横田- 『テレビと政治』(1996年 ･すずさわ

書店)

32 2005年 9月12日の郵政選挙の結果を伝える新

聞の大見出しで ｢風｣の使われ方をみると､｢民

主に逆風｣(読売)､｢自民強風｣(朝 日新聞)､｢自

民に無党派の風｣(読売新聞)､｢小泉突風列島飲

む｣(産経新聞)等などとすさまじいものがある｡

見出しばかりか記事の中にも ｢風｣という言葉が

数多く見られる｡こうした傾向は80年代から90年

代にかけて徐々に増大したものである｡

33 松本正生 『政治意識図説』(2001･中公新書)

等参照｡

34 ｢そのつど支持｣は松本の命名である (朝 日

新聞 05年9月8日号参照)0

35 1972年の佐藤栄作の記者会見の ｢政治学的面

白さ｣を早くから指摘 しているのが､神島二郎で

ある｡少々長いが非常に興味深い指摘なので当該

個所を引用しておきたい｡- ｢すこしこれに解説

を加えれば､非常におもしろいことが分かる｡議

会制の本来の趣旨に基づいて考えてみると､議会

で不信任案が出されて､それが否決されたという

ことはどういうことか｡これは､あきらかに佐藤

内閣は信任されたということである｡信任された

ということは､議会は結局佐藤に続けて内閣を担

当しなさいといっているわけである｡ところが､

翌日それに違反 して佐藤は引退を声明する｡引退

を声明すると､与党議員は､それで結構と引退声

明を受け入れる｡不信任案を否決したのは､佐藤

引退の花道を飾るためだという｡新聞などもべつ

にそれを不思議と思わない｡-中略一考えてみる

とこれより前一年間くらいの間､新聞はもっぱら

『ポス ト佐藤』 とい う記事を書きつづけてきた｡

佐藤が退陣した後どうなるかということを佐藤の

在任中から議論 しはじめて､すでに一年くらいの

間新聞は毎日それを議論 してきた｡こういうこと

をされると､いくら首相は続けるつもりで､また､

それがげんに可能であっても､いつとはなしに佐

藤が首相でいることがなんとなく変に見えてくる｡

あの人はどうしていつまでもああやって頑張って

いるんだろう､おかしな人だ､というようなこと

になってくる｡おそらく佐藤はそういうふ うにし

て追いつめられたのではないか｡｣(『政治をみる

眼』109頁 1991年 ･NHK出版)

36 1966年 5月26日大野伴睦元自民党副総裁の三

回忌で､佐藤は次のように述べたという- ｢大野

先生は 『伴ちゃん』の愛称で親 しまれた｡私たち

官僚出身は冷たくて大衆に愛されないが､私も

『栄ちゃん』 と呼ばれる政治家になりたい｡｣(読

売新聞 2002年10月23日 ｢20世紀政治のことば｣)0

37 竹中治堅 『首相支配一 日本政治の変貌』 (前

掲 ･121頁)

38 朝 日新聞 ｢小泉語の足もと｣(2005年 8月28

日)

39 朝日新聞 ｢改革の内実｣(2001年 7月11日)

40 田原総一朗 ｢森首相が明かす 『干からびたチー

ズ会談』の真相｣(『週刊朝 日』2005年 9月 2日

号)参照｡

41 東京新聞 ｢こちら特報部｣(2005年9月13日)0

渋谷センター街での若者-のインタビューから｡

42 日刊ゲンダイ (2004年8月17日)

43 ｢教育基本法改正｣が臨時国会で審議されて

いる中､2006年 9月 2日に青森県八戸市で開かれ

た ｢教育改革タウン ･ミーティング｣で ｢教育基

本法｣賛成の ｢やらせ質問｣が行われていたこと

が発覚した｡

44 ｢ハンセン病問題の早期かつ全面的解決に向

けての内閣総理大臣談話｣(2001年 5月25日)

45 朝 日新聞 ｢小泉劇場終幕｣(2006年 9月26日)

46 雑誌編集長の北原みのりは次のように小泉政

治の印象を語っている｡

- ｢小泉首相を取り巻くこれまでの動きは､

みんなが楽しめる､よくできた ドラマですよね｡-
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中略一主人公に立ちはだかる悪役は自民党旧主流

派の面々｡『悪人顔』がそろう見事なキャスティ

ング｡視聴者が 『小泉がんばれ』となっちゃうの

は必然でしょう｡一中略-これまでの政治家のイ

メージが悪すぎた｡太ってて威張ってて､何を言っ

ているのかよくわからない｡国民が､従来の政治

家とは違う空気をまとった′｣､泉さん-の期待感を

膨らませるのもわかります｡｣(朝日新聞 2001年
5月30日)-北原のこうした発言は私の周りの多

くの人々の声を代弁している｡

47 ｢よくああいう体型を維持できるね｡不思議
だよ｡スーツもオーダーじゃない｡全部吊るしの

背広｡普通のサラリーマンと同じだよ｡ほかの先

生方のスーツは光沢があるでしょ｡あれがない｡

首相は普段から質素だよ｡着る物はぜんぜん気に

しない｡いろいろいわれているコーディネーター

なんかいないよ｡もともといいセンスしている｡｣

(｢飯島勲首相秘書官に聞く｣ ･長野日報ホーム
ページ･2005年9月26日)
48 同上

49 ｢それまでの海外出張では､サミットなどで

は各省庁から総勢300人も出ていた｡それを十分
の-の30人程度に縮小した｡｣(同上)
50 朝 日新聞 ｢小泉語の足もと｣(2005年 8月

28日)

51 神島二郎 『新版政治をみる眼』(1991年 ･N
HK出版 132頁)

52 例えば佐伯啓思は次のように小泉政治を総括

する- ｢小泉政治は 『政治』というもののありか
たを大きく変えた一中略一政治は指導者と大衆の

情念やイメージが共振することによって動くとい

うデマゴーグ的なものに変化した-中略-大衆的

なデマゴーグ的政治から本来の政党政治を立て直

さなければならない｡｣(毎日新聞2007年10月1日
号佐伯啓思 ｢現在を読む｣)- ｢大衆の情念やイ

メージ｣､｢大衆的なデマゴーグ的政治｣などとい

う記述の中に､｢大衆｣を劣ったものと見る知識

人の ｢嘆息｣が感じられる｡

53 朝 日新聞 (2005年10月 7日号)｡ 早 くも
2001年5月の首相就任演説に ｢風｣という言葉が

登場している- ｢議員諸君も､変革の時代の風を
真筆に受けとめ､信頼ある政治活動にともに遠進

しようではありませんか｣-0｢風吹けども動ぜ

ず天辺の月｣-首相になって間もない頃に好んだ

禅の言葉だという (2001年6月4日日本経済新聞

田勢康弘の記事より)｡彼は色紙に ｢春風按人｣

(人と按するに春風のごとく)とも書いた (清川

栄太 『小泉純一郎を読み解く15章 2001年 ･文芸

社19頁)｡
54 毎日新聞 (2008年4月8日号)｡夕刊フジ

(2008年4月10日)の鈴木棟-の論説にも同様の
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指摘がある｡

55 こうした政治の見方はひとり小泉だけのもの

ではない｡当代を代表する政治家小沢一郎や不十

分ながら加藤紘一にもはっきりと見られる｡富森

叡児 『凧は揚がらず』(1998年 ･朝日新聞社)に
よると1995年新進党で政権を取ろうと模索してい

た小沢一郎は梶山静六と次のような会話をしてい

るという｡

-梶山 ｢君はいずれ凧を揚げるといっていたが､

いつあげるんかね｣

小沢 ｢そのうちに風が吹くから､そのときには

必ずあげますよ｣

梶 山 ｢風 が吹 かない ときは ど うす るん

だ｣

小沢 ｢走ってでも揚げてみせますよ｣

梶山 ｢走っても揚がらないときはどうなるんだ｣

′J､沢 ｢崖から飛び降りても揚げるしかありませ

んね｣

この小沢のや り取りのなかに､政治における

｢風｣(-筆者の言葉を使えば ｢人心｣)の重要性

を小沢が感じていたことが見て取れる｡彼の選挙

戦略は一見旧来の自民党的な組織固めのように見

えるが､実はこうした ｢風｣を意識して行われて

いるのである｡そして､現今の民主党の躍進を見

てもわかるように､そうした戦略は功を奏してい

る｡

また､加藤紘一は近著で面白いことを言ってい

る｡

- ｢私の感覚的な表現でいえば､大都会を中心と

して､地上5メー トルぐらいの中空に何十万人も

の意識が､さながら糸の切れた風船のように漂っ

ているような気がしています｡その風船が､その

ときどきの風に応じていっせいにひと方向に走る｡

そうした熱狂は小泉政権下で加速したように思い

ます｡｣(『強いリベラル』9頁 ･2007年 ･文芸春
秋社)

加藤はこの本で､｢糸の切れた風船のような｣

人達を､再び地に足をつけて生活できるようにし

て､地方や国を再建するべきだと言っているから､

その ｢風船｣は否定的にとらえられている｡加藤

が小泉や小沢と違う点はこの ｢風船｣の意味の理

解が不十分であることである｡もし加藤に ｢風｣

を理解できる資質があったならば､2000年11月の

｢加藤の乱｣は違った展開になっていたであろう｡

｢結果的に､私は自分の派閥をまとめて､内閣不

信任案に賛成の票を投ずるということができませ

んでした｡｣(同著 ･7頁)という総括は加藤の限

界を語って余りある｡つまり､彼は ｢派閥｣を超

えられなかったのである｡

56 朝日新聞 (2001年4月18日)
57 前掲朝日新聞



58 朝日新聞 (2001年4月30日)

59 日本経済新聞 (2005年8月9日)

60 朝日新聞 (1978年7月19日)

61 朝日新聞 (1989年7月24日)

62 朝日新聞 (1995年4月24日)

63 2000年から2004年にかけて､東京都職員の給

与が削減された｡2000年4月1日から2002年3月

31日までの2年間､さらに2002年8月1日から12

月31日まで､給料の4%と期末勤勉手当の0.45月

分をカット｡2003年 1月1日から2004年3月31日

まで給与2%カット及び期末手当の0.05月引き下

げなどが行われた (石原都知事NET 『宣戦布告』

参照)0

64 『小沢主義』(2006年 ･集英社インターナショ

ナル)

65 朝日新聞 (2008年6月26日)

66 ｢しらす｣は ｢民の声に耳を傾ける｣という

ことであるが､それはイコール ｢民のための政治｣

を行うということである｡ここでいう ｢民｣とは､

｢政 ･財 ･官｣ の ｢パワー ･エ リー ト｣以外の

｢額に汗する民衆｣のことである｡C.ライ ト･

ミルズ (1916-62)は現代政治の権力者を ｢パワー ･

エリー ト｣(軍部 ･大企業 ･官僚)というかたち

で ｢集団｣的にとらえたが､ここではそうした考

え方を参考にしている (『パワー ･エリー ト』196
9年 ･東大出版会)0

67 小泉構造改革は(D企業の経常利益を増加させ､

②銀行の不良債権を減少させ､③完全失業率を減

少させたが､(∋国債残額を392兆円から526兆円に

増やし､②年間倒産件数を5790件 (01年度)から

8759件 (05年度)に増やし､③雇用者の非正規雇

用比率を27.2% (01年2月)から32.3% (06年4

- 6月)に増やし､④生活保護世帯を77万世帯

(01年4月)から106万世帯 (06年3月)に増やし､

⑤自殺者を31､042人 (01年度)から32､552人 (05

午)に増やした (朝日新聞06年9月20日)｡小泉

構造改革は一言で言えば ｢大企業本位｣の改革で

あったと言えよう｡

68 小泉首相在任中の ｢有事法制｣整備について

振り返ってみると､まず03年6月に ｢武力攻撃事

態法｣｢改正安全保障会議設置法｣｢自衛隊法｣を
成立させた｡翌年の04年 6月には､これに加え

｢国民保護法｣｢米軍行動円滑化法｣｢外国軍用品
海上輸送規制法｣｢特定公共施設利用法｣｢改正自
衛隊法｣｢捕虜取り扱い法｣｢非人道的行為処罰法｣
を成立させた｡｢改正自衛隊法｣ ･ ｢米軍行動円

滑化法｣ で､｢武力攻撃事態｣に際して自衛隊 ･

米軍による民間の土地家屋の強制使用が可能にな

り､｢特定公共施設利用法｣で､空港 ･港湾 ･道

路 ･電波を自衛隊 ･米軍が優先利用できるように

なった｡また､有事の際には住民は都道府県 ･市

区町村がたてた ｢国民保護法｣に基づく ｢計画｣

によって組織的な行動をとることが定められ､日

本は ｢戦争のできる国｣となったのである｡

｢有事法制｣の研究は福田赴夫内閣の77年に始

まり､81年 ･84年とその結果が公表されたが､戦

後歴代の内閣はその法制化を実現できなかった｡

それを小泉内閣は､2001年9月の ｢同時多発テロ｣

及びそれに対するアメリカの軍事力によるテロ対

策をバネにいとも簡単に実現したのである｡

前田哲男は､例えば ｢海上輸送規制法案｣は憲

法で禁じた ｢交戦権｣を認める法案であり､｢有

事法制関連7法案｣は全体として ｢集団的自衛権

の行使法案｣であると位置づけている (東京新聞

｢こちら特報部｣2005年5月24日)｡小泉は対外的

には ｢戦争のできる体制｣を指向し､国内的には

それを支える ｢戦争支援体制｣を作り上げたので

ある｡

69 東京新聞 (2006年2月3日)

70 日刊ゲンダイ (2008年6月20日)

71 ｢たった一年での､この変わりようはどうだ

ろう｡61回目の誕生日を迎えた日本国憲法をめぐ

る景色である｡昨年の憲法記念日のころを思い出

してみる｡安倍首相は､夏の参院選に向けて憲法

改正を争点に掲げ､そのための手続き法である国

民投票法を成立させた｡集団的自衛権の政府解釈

を見直す方向で､諮問機関も発足させた｡ところ

がいま､そうした前のめりとでも言うべき改憲気

分は､すっかり鳴りを潜めている｡福田首相は安

倍時代の改憲路線とは一線を画し､集団的自衛権

の見直しも棚上げにした｡世論も冷えている｡改

憲の旗振り役をつとめてきた読売新聞の調査では

今年､93年以降の構図が逆転し､改憲反対が賛成

を上回った｡朝日新聞の調査でも､9条について

は改正賛成が23%に対して､反対は3倍近い66%

だ｡｣(朝日新聞 2008年 5月3日社説) 尚､

<9条改憲>とは､真のねらいが憲法第9条の改

定にあるにもかかわらず､それを隠して憲法の他

の条項を問題にしているかのように装って行う現

今の改憲の企てを表現した筆者の造語｡
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政 治元理表
TableofPoliticalElements

(別表1)

元理 element 帰常 エロス カルマ 同化 互換 自治 法 知己 闘争＼ 支配

範噂 categoJY hvoⅠution Eros Karma Assimiladon Reciproclty Autonomy Ruleorlaw MerLSChcnkcnntniss Struggle Hegemony

権力 人心 餐 莱 文明 交換 世論 法 出会い 其鋭 武力

Power(gambit) currentmood love k… a civilization exchange pubHcoplnlOn .law tEraSCh nana amedforce

体制 まつろう.しらす 族制 縁 内外華夷 コムニタス 連 合 参 加 原告 .被告 二人関係 敵味方 支配従属

Regime(order) pletaS&regnOrelativesystem pratltyaSamtPda center&pedphery communitas consoclation accuser&accused Zweisamkeit 打iend&enemy dominalion&subjugation

制度Ⅰnstilution よさし 家族なり教幸 道理 教義 伝統 契約 法治国 たのみたのまれる 袷 組織の強制
trust family-Bildung dharma datrine tradition contract Rechts-staÅt confidence judgment organizationaseoercion

運動Activlty もののあわれ 反抗期 達観 造反 革新 異議 市民オンプソマン 不信 乱 抵抗
JapaTNu加代(bmretxHiousageharassment satyagraha zaofan innovation protestadon mocraticccr)bdoptdicdmini血 ー distnlSl connict reSIStanCe

指導Leadership 受容 和 行 超贈与 志 代表 弁論 人間洞察 カリスマ 統率
capacity(肥tWOrk)WahlverwaTLdtschaft yoga potlatch ambition representatiorllegaldebate insightintopersonality charisma capabilitycommarKkTShjp)

変動Change なる -##& 輪廻 情報革命 世直し 倶分進化 政治の透明化 祝祭 興亡 暴力革命
becomng brokcnupfaJnilyintoslngles pantarhei infbma【ionⅠ℃volution JtStOradon dualisdcevolution tumlO&traASPTentpolitics festival(orgie) rise&bll violentrevolutiorl

価値Value 清明 幸福 平安 豊かさ 共生 触 .可等.茨愛 公正 信義 いのち 正義
serenlte(inn∝ency) happlneSS santi a｣muence millet(milla) litx托y/equaJibr/fratemlty faimess faith lib(hLIrnannghts) Justice

責任Responsibility 俄悔 .自決 謝罪 諦観 尽㈱ 自戒 相互決定 成敗 憤独 人民裁判 戦争裁判confession/suicide apology reslgnation publicserviceself-disciplinemutualdecision Jugement selトcaTehJ1nesspeople'scourtwartribunaI

財源Finance 奉納 共食 布施 膚物 異人歓待 課税 自弁 捷供
offertodeity COmmun10m offering tribute hospitality approvedta3Lationpay㈹ lsowleXFXn presentation

基底Base 馴化強制 家族強制 無化強制 無為強制 無辺強制 遍路旅宿強制情報公開強制青春体験強肘 物化強制 異化強制
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